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ハールウェーブレット変換と完全再構成QMフィルタ
Haar Wavelet Transforms and Perfect 








































































































































































































XL（k） UL（k） YL（k） 2，（k）
　　　　　　　　　　　　　　　　XH（k）　UH（k）　　YII（k）　XIKk）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2分割フィルタバンク
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図4．1
　証明
分解フィルタと再構成フィルタの入出力のZ変換はそれぞれ次の関係式を満たす。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x．（z）＝G（z）x（2）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石（z）＝H（2）x（z）
　　　　　　　　　　　　　　　σ・（・）－s｛x・（2）＋x・（－2）｝
　　　　　　　　　　　　　　　σ・（・）＝TP島（あ橘（一あ｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y．（z）＝σL（z2）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち（z）＝ぴ（z2）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　 　　　 XL（2）＝P（2）Y．（2）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　 　　　　 XH（2）＝Q（2）玲（2）
これらを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　X（z）＝XL（z）十XH（z）
に代入してまとめると
　　　　　k－s｛P（z）G（・）＋Q（2）H（・）｝x（・）＋丁｛P（z）G（一・）＋Q（2）H（一・）｝x（－z）
を得る。
　　　　　　　　　　　　　　　　P（z）G（2）十Q（z）H（z）＝2z－i
　　　　　　　　　　　　　　P（z）G（－z）十Q（2）H（－2）＝0
が成り立つので
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A　　　　　 　　x（z）＝z－iX（z）
を得る。これは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2（k）＝x（k－1）
を意味する。
5　今後の課題
　本論文ではハールウェーブレットを用いて完全再構成フィルタバンクを構成するアルゴリズムを改良
し、物理的実現性の高いアルゴリズムを提案した。ハールウェーブレットは0次のBスプラインウェー
ブレットであり、今回のアルゴリズムは容易に高次のBスプラインウェーブレットに拡張することがで
きる（榊原［5］）。だがBスプラィンウェーブレットを用いるともはやG（z）とH（z）は有限次ではな
くなり、z’1の無限次の多項式となる。物理的実現性を考えれば、　G（z）とH（z）を有限次で近似する
必要がある。遅れのない完全再構成QMフィルタの近似は榊原［5］で扱っているが、遅れを持つ完全再
構成QMフィルタの近似は今後の課題として残っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1999．1．7　受理）
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